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本誌主催セミナー「AIと放送メディアの活用を考える」報告

実用的なクラウドAIサービスが増加
最新研究では人間を凌駕する機能も
メタデータの自動生成など放送局向けAIサービスが揃ってきた。すでにクラウドで提供されているサービスを利用すれば、少
ない費用負担で最新のAIで放送局の業務を効率化、省人化、低コスト化できる。さらに研究レベルでは、番組やCMの魅
力や効果を正確に予測するなど、ベテラン社員にも不可能な機能がAIで実現しつつある。本誌主催セミナー「AIと放送メ
ディアの活用を考える」（2月26日開催）では、クラウドで放送局向けAIサービスを提供している代表的な企業であるマイク
ロソフトとSpecteeが最新サービスを解説、東大の山崎俊彦准教授が放送局に関連したAIの最新研究を紹介。さらに放
送局がAIにどう対応していくべきかも議論した。 （取材・文：渡辺 元・本紙編集長）

メタデータを自動生成

　AIを活用した放送局向けサービスが急速に

進展している。最新サービスに関する数カ月

前の情報でさえすぐに古びてしまう。現在、放

送局向けAIサービスの主流は、クラウドによっ

て提供するサービスだ。特にマイクロソフトは

この分野で高機能のサービスを多数揃えてい

る。今回のセミナーでは、日本マイクロソフト株

式会社 コマーシャルソフトウェアエンジニアリ

ング本部 プリンシパル ソフトウェアデベロップ

メントエンジニア 畠山大有氏が、マイクロソフ

トがクラウドで提供している最新の放送局向

けAIサービスについて説

明した。

　「マイクロソフトはコン

ピュータをあまり使いこな

せない、あるいは使いこ

なせる人がいらっしゃらな

い企業でも比較的簡単

にディープラーニングを

使えるように、技術をパッ

ケージ化して提供し、API

にして公開しています。こ

のパッケージの数が他社

に比べて圧倒的に多いのが特徴です」（畠山

氏）

　Microsoft Azureで提供しているVideo 

Indexerは、映像の中から発言内容を文字に

したり、人物の顔を認識するなどして、各種メタ

データを自動で生成できる。Video Indexerは

当面は無料で試すことができるので、読者の

放送・映像関係者はぜひ試していただきたい。

https://vi.microsoft.com/にアクセスしてク

ラウドに映像をアップロードすると、メタデータ

が生成される。誰が何分何秒～何分何秒に

かけて写っているということだけでなく、誰が全

体の何％に写っているかといったデータも得ら

れる便利なツールだ。画面に何が写っている

かは、約2,000種類のものを判定できる能力

がある。個人の顔や歴史的建造物を識別して

メタデータを生成することも可能だ。タレントや

政治家など顔の写真があれば、AIエンジンに

登録できる。発言などの音声から重要なキー

ワード、感情などのメタデータを作ることもでき

る。

　「メタデータではそれが人の名前なのか、車

なのか、建物なのかといった属性のデータが

非常に大事だと考えています。今マイクロソ

フトはメタデータのキーワードから属性を判断

するためのデータベースを公開しています。こ

れによって一次メタデータから二次メタデータ

を生成することができます」（畠山氏）。Video 

Indexerに最近追加されたのは、写っている企

業ロゴや商品名を検知する機能だ。放送する

CMの競合製品などを検知できる。「これらの

機能は放送局からの『こういうメタデータが欲

しい』という要望に基づいて用意しました」（畠

山氏）。

　マイクロソフトはメタデータの自動生成や映

像のチェックといった機能のAIツールを提供す

る一方で、ディープラーニングによる学習サー

ビスも提供している。放送局は既成のAIツー

本誌主催セミナー「AIと放送メディアの活用を考える」の会場。NHK、
キー局、ローカル局、ケーブルテレビなどのメディア関係者が受講した
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